
Ö．減損会計関係
１．減損を認識した固定資産の概要

（単位：円）

用 途 種 類 場 所 帳 簿 価 格

職員宿舎用地 土地 山口県山口市水の上町1762番３ 26¶000¶000

×．重要な債務負担行為
平成23年３月31日現在の重要な債務負担行為は以下のとおりです。

（単位：円）

件 名 契 約 額 うち翌期以降支払額

山口大学（小串）第１病棟４階（周産母
子センター）改修機械設備工事

32¶025¶000 19¶215¶000

山口大学（小串）附属病院環境整備（正
門道路拡幅）工事

29¶925¶000 17¶955¶000

山口大学（小串）第１病棟４階（周産母
子センター）改修工事

22¶890¶000 13¶734¶000

山口大学（小串）第１病棟４階（周産母
子センター）改修電気設備工事

13¶755¶000 8¶253¶000
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Ô．キャッシュ・フロー計算書関係
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳
現金及び預金 9¶574¶752¶429円
定期預金 � 4¶700¶000¶000円
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資金期末残高 4¶874¶752¶429円
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２．重要な非資金取引
\ 現物寄附の受入による資産の取得
構築物 3¶018¶363円
工具器具備品 167¶269¶845円
図書 11¶124¶581円
美術品・収蔵品 1円
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合計 181¶412¶790円
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] ファイナンス・リースによる資産の取得
工具器具備品 112¶032¶902円
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合計 112¶032¶902円
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Õ．国立大学法人等業務実施コスト計算書関係
引当外退職給付増加見積額のうち、国又は地方公共団体からの出向職員に係る引当外退職給付増
加見積額は、�12¶800¶280円です。

２．減損の認識に至った経緯
当該施設は、老朽化等を原因として利用中止を決定しております。
以来、遊休状態となっており、今後の有効活用の見込みはないため減損の認識を行っておりま
す。
３．減損額のうち損益計算書に計上した金額と計上していない金額の主要な固定資産ごとの内訳
損益計算書に計上した金額：該当なし
損益計算書に計上していない金額：土地 7¶137¶000円

４．減損額の算定方法等の概要
正味売却価額が使用価値相当額（再調達原価）を上回っていたため、前者を回収可能サービス
価額として採用しております。正味売却価額は市場での流通価格等を参考に算定しております。

注 記 事 項
Ò．貸借対照表関係
１．独立行政法人国立大学財務・経営センターからの借入金2¶585¶892¶000円に対し、土地
5¶736¶733¶789円を担保に提供しております。
２．当事業年度末の債務保証残高は、7¶975¶185¶311円であります。
３．運営費交付金から充当されるべき退職給付引当金見積額は、13¶378¶260¶580円であります。
４．運営費交付金から充当されるべき賞与引当金見積額は、1¶151¶632¶863円であります。
５．利益剰余金のうち、法人移行時における固有の会計処理に起因するものは下記のとおりであり
ます。
{国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合いの資
産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額の累計 11¶282¶337¶741円
当該借入金により取得した資産の減価償却費の累計 3¶549¶536¶664円
利益剰余金に与える影響額（差引き） 7¶732¶801¶077円

|国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの資産見返物品
受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価
償却費が診療経費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額の累計

1¶078¶677¶971円
}国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる未収附属病院収入のうち、国か
らの出資でなく譲与としたことによるもの

393¶414¶192円
~国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる医薬品及び診療材料について、
国からの出資でなく譲与としたことによるもの

105¶984¶406円
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9¶310¶877¶646円
Ó．損益計算書関係
１．当期総利益のうち、法人移行時における固有の会計処理に起因するものは下記のとおりであり
ます。
{国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により借入金見合いの資産
の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額 1¶398¶169¶949円
当該借入金により取得した資産の減価償却費 368¶909¶036円
当期総利益に与える影響額（差引き） 1¶029¶260¶913円

|国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの資産見返物品
受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価
償却費が診療経費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額 1¶588¶366円
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1¶030¶849¶279円
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